
第
四
十
三
回
、
点
、
戸
川
区
花
火
大
会
の
御
案
内

謹
啓
盛
夏
の
候
、
ま
す
ま
す
御
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
か
ら
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
御
尽
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
区
の
夏
の
風
物
詩
、
花
火
大
会
の
季
卸
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
年
も
色
彩
堂
か
で
様
々
な
趣
向
を
凝
ら
し
た
八
つ
の
テ
！
マ
、
一
万
四
千
発
の

花
火
で
お
楽
し
み
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

御
多
忙
と
は
存
じ
ま
す
が
、
ト
辺
、
戸
川
区
の
夜
空
を
彩
る
美
し
い
花
火
を
、
御
家
族
、

御
友
人
と
と
も
に
、
御
覧
い
た
だ
き
た
く
、
御
案
内
申
・
し
上
げ
ま
す
。

謹
白

平
成
三
十
年
七
月
吉
日

江
戸
川
区
長
多
田
正
見

江
戸
川
区
花
火
大
会
実
行
委
員
会

会
長
松
本
勝
義

各

位．

言乙

一
、
日
時

平
成
三
十
年
八
月
四
日
（
土
）

午
後
七
時
十
五
分
か
ら
八
時
三
十
分
ま
で

荒
天
の
場
合
は
翌
日
に
順
延
い
た
し
ま
す
。

二
、
会
場

、
足
、
戸
川
河
川
敷
（
都
、
立
篠
崎
公
園
先
）

御
求
場
の
際
は
、
同
封
の
「
協
賛
者
席
入
場
券
」
を
受
付
に
御
提
示
く
だ
さ
い
。

当
日
は
大
変
な
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
少
し
お
早
め
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
車
で
の
御
求
場
は
御
遠
慮
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


